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企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
は
、製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
、
投
資
さ
れ

る
側
と
し
て
、
よ
り
優
秀
な
人
材
を

確
保
し
た
い
立
場
と
し
て
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
戦
略
の
根
幹
に
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

１
９
８
０
─
１
９
９
５
年
生
ま
れ

の「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」や
、
そ
の
後

の「
Ｚ
世
代
」は
社
会
的
課
題
に
取

り
組
ま
な
い
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
に
対

し
て
厳
し
い
。
逆
に
、
課
題
解
決
に

積
極
的
な
企
業
に
対
し
て
は
大
い
に

エ
ー
ル
を
送
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
共

有
す
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
こ
う
し
た

消
費
者
、
生
活
者
、
投
資
家
ら
が
先

導
し
、
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
が
追
随
し

よ
う
と
し
て
い
る
構
図
が
浮
か
び
上

が
る
。

　

だ
が
、
こ
の
動
き
は
日
本
の
経
済

社
会
で
は
少
数
派
の
域
を
出
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
社
会
と
の
意
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
て
い
く

か
。
こ
れ
は
多
く
の
日
本
企
業
に

と
っ
て
の
最
重
要
経
営
課
題
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。

	

（
森　

摂
）

だ
。
こ
う
し
た
不
買
運
動
は
特
に
、

業
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
企
業
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
。

　

90
年
代
は
、
環
境
の
10
年
で
も

あ
っ
た
。
１
９
９
２
年
の
リ
オ
地
球

サ
ミ
ッ
ト（
環
境
と
開
発
に
関
す
る

国
際
連
合
会
議
）で
は
気
候
変
動
枠

組
条
約
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

て
１
９
９
７
年
に
は「
京
都
議
定
書
」

が
成
立
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
地
球
規
模
で
の
環

境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
こ

の
ほ
か
資
源
の
有
限
性
、水
の
確
保
、

発
展
途
上
国
の
児
童
労
働
問
題
、

パ
ー
ム
油
や
木
材
生
産
に
よ
る
熱
帯

雨
林
の
破
壊
な
ど
多
く
の
社
会
的
課

題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特

に
先
進
国
の
市
民
の
間
で
問
題
意
識

が
共
有
さ
れ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
、
こ
う
し
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
か
ら
の
批

判
に
対
し
て
誠
実
な
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
た
。
何
よ
り
、
資
源
の
有
限
性

や
水
の
確
保
の
問
題
を
解
決
し
な
け

れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
自
ら
の

成
長
も
望
め
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

に
陥
っ
た
。

　

そ
の
答
え
が
ネ
ス
レ
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
で

た
。

　

だ
が
、
１
９
５
０
─
１
９
７
０
年

の
高
度
成
長
期
に
は
日
本
だ
け
で
な

く
各
国
で
公
害
問
題
や
消
費
者
被
害

な
ど
の
問
題
が
多
発
し
、
大
企
業
に

対
す
る
批
判
の
声
も
強
ま
っ
て
い
っ

た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
起
き
た
ナ
イ
キ

の「
児
童
労
働
問
題
」は
そ
の
大
き

な
象
徴
と
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
同
社
が
委
託
す
る

工
場
で
、
低
賃
金
労
働
、
劣
悪
な
環

境
で
の
長
時
間
労
働
、
児
童
労
働
、

強
制
労
働
が
発
覚
し
た
。

　

ア
ジ
ア
や
米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
同
社

の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
批
判
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
世
界
的
な
製
品
の

不
買
運
動
が
起
こ
り
、
ナ
イ
キ
の
純

利
益
は
１
９
９
８
年
、
前
年
比
49
％

も
下
落
し
た
。

　

ナ
イ
キ
へ
の
不
買
運
動
は
、
ネ
ス

レ
の
ブ
ラ
ベ
ッ
ク
前
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
目
に

も
、
大
き
な
衝
撃
と
し
て
映
っ
た
だ

ろ
う
。
同
社
自
身
も
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
発
展
途
上
国
で
粉
ミ
ル
ク
の
是

非
を
問
う
議
論
を
き
っ
か
け
に
し
た

不
買
運
動「
ネ
ス
レ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
」

に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら

て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ（
共
通
価
値
の
創
造
、

C
reating	Shared	V

alue

）
は

２
０
１
１
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー

タ
ー
教
授
が
論
文
で
発
表
し
、
一
躍

有
名
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
自
体
は
、
ネ
ス
レ

の
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ベ
ッ
ク
前
Ｃ
Ｅ

Ｏ
が
２
０
０
７
年
ご
ろ
に
社
内
で
提

唱
し
た
も
の
だ
。
な
ぜ
ブ
ラ
ベ
ッ
ク

氏
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
を
考
え
付
い
た
の
だ
ろ

う
か
。そ
こ
に
、「
グ
ッ
ド
・
ラ
イ
フ
」

に
つ
な
が
る
大
き
な
カ
ギ
が
あ
る
。

企
業
活
動
に
厳
し
い
視
線

　

20
世
紀
は
２
つ
の
世
界
大
戦
を
経

て
、
世
界
経
済
が
大
き
く
成
長
し
た

１
０
０
年
だ
っ
た
。
１
９
０
０
年
の
世

界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
合
計
は
わ
ず
か
1.1
兆
㌦

（
世
界
銀
行
調
べ
）だ
っ
た
の
が
、

２
０
０
０
年
に
は
41
兆
㌦
に
膨
ら
ん

だ（
２
０
１
４
年
は
77
兆
㌦
）。

　

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ（
１
８
６
５
年
創
業
）、ネ

ス
レ（
１
８
６
６
年
創
業
）、ユ
ニ
リ
ー

バ（
１
８
７
３
年
創
業
）、
フ
ォ
ー
ド

（
１
９
０
３
年
創
業
）な
ど
の
有
力
企

業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
成
長
し
、

そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
っ

グッド・ライフは
（�森　摂＝オルタナ編集長、吉田�広子＝オルタナ副編集長、瀬戸内�
千代、辻�陽一郎、寺町�幸枝、佐々木�みどり、中島�洋樹）

　

今
年
の
参
加
者
は
昨
年
よ
り
３
割

以
上
多
い
１
６
４
０
人
に
達
し
た
。

50
以
上
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、

登
壇
者
は
１
４
０
人
以
上
に
上
っ

た
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
す
で
に
国
内
最

大
級
の
規
模
に
成
長
し
た
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持
続
可
能

性
）と
ブ
ラ
ン
ド
の
統
合
を
目
指
す

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
国
際

会
議
」が
な
ぜ
世
界
共
通
テ
ー
マ
を

「
グ
ッ
ド
・
ラ
イ
フ
の
再
定
義
」

（R
edefining	the	G

ood	Life

）と

し
た
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
こ
の
数
十
年
の
地
球
規
模
で
の

経
済
社
会
の
動
き
を
振
り
返
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
数
年
、
日
本
で
も
注
目
さ
れ

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
国
際
会
議
創
設
者
の

コ
ー
ア
ン
・
ス
カ
ジ
ニ
ア
氏（
右
か
ら
２
人
目
）

あ
り
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
の「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
リ
ビ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
」だ
っ

た
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。

「
ブ
ラ
ン
ド
は
変
わ
り
続
け
る
。
た

だ
し
消
費
者
と
の
距
離
や
関
係
性
は

変
わ
ら
な
い
」。
２
０
０
３
年
に
筆

者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ブ
ラ
ベ
ッ
ク

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
こ
う
答
え
た
。
社
会
全
体

が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
方
向
を
目
指
す

な
か
で
、
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
も
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
戦
略
を
消
費
者
や
社
会

に
示
さ
な
い
と
信
頼
を
失
っ
て
し
ま

う
。

「『
グ
ッ
ド
・
ラ
イ
フ
』と
は
結
局
、

ブ
ラ
ン
ド
選
別
に
お
け
る
新
た
な
判

断
基
準
だ
」。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ブ
ラ

ン
ド
国
際
会
議
創
設
者
で
あ
る
コ
ー

ア
ン
・
ス
カ
ジ
ニ
ア
米
Ｓ
Ｌ
Ｍ
社
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
こ
う
語
っ
た
。

「
グ
ッ
ド
・
ラ
イ
フ
」と
い
っ
て
も
、

か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム

的
な
も
の
で
は
な
い
。
気
候
変
動
な

ど
地
球
規
模
で
の
社
会
的
課
題
や
、

途
上
国
に
お
け
る
劣
悪
な
労
働
環

境
、
資
源
の
有
限
性
な
ど
の
問
題
に

向
き
合
い
、
自
ら
の
戦
略
を
立
て
、

消
費
者
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
性
が
戦
略
の
根
幹
に

　

国
際
社
会
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。

２
０
１
５
年
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）を
国
連
で
採
択

し
、
世
界
に
向
け
て
17
の
ゴ
ー
ル
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
示
し
た
。

投
資
の
世
界
で
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境
・

社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）が
新
た
な
投

資
の
尺
度
と
し
て
世
界
規
模
で
拡
大

し
て
い
る
。

サステナブル・ブランド国際会議2018 東京

ブランド選別の新基準

（森　摂作成）

「サステナブル・ブランド国際会議2018東京」（主催・
博展）が３月１─２日、都内で開催された。サステナブル・
ブランド国際会議（Sustainable Brands）は現在
世界12都市で順次開催されており、日本での開催は
２回目。今年度の世界共通テーマ「グッド・ライフの再
定義」のもと、登壇者が熱い議論を繰り広げた。
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